
2026年度（公社）神奈川労務安全衛生協会横浜南支部
の通常総会が去る５月13日㈬午後３時よりかながわ労働
プラザ３階ホールAにて開催されました。[会員総数251
事業場、出席38事業場及び委任状149事業場、合計187事
業場（過半数126事業場）で総会は有効に成立]

日産自動車㈱長谷川様の司会により開会し、議案審議
に先立ち、本総会の来賓として出席いただいた横浜南労
働基準監督署の下川署長、続いて永吉副署長、最後に原
安全衛生課長の紹介がありました。

続いて、年間を通して当支部の労務安全衛生活動に尽
力された功労者表彰が行われ、冨永支部長より表彰状と
記念品が授与されました。

2026年度支部長表彰
・労務安全衛生功労者表彰

常盤　和正　㈱バンテック� （敬称略）

表彰に続き、日本発条㈱の冨永支部長より挨拶いただ
いた後、議案審議に移りました。

議案審議にあたり、議長に㈱総合車両製作所の上山様
が選出され、書記に高田工業㈱の植木様、JFE鋼材㈱澁
谷様が任命され審議に入りました。

第一号議案「2025年度 事業経過報告に関する件」、第
二号議案「2025年度 収支決算報告に関する件」、第三号
議案「2025年度 会計監査報告に関する件」の３議案は
関連議案として一括で審議された後、全会一致で承認可
決。続いて第四号議案「2026年度 事業計画（案）に関
する件」、第五号議案「2026年度 収支予算（案）に関す

る件」の２議案についても一括で審議され同じく全会一
致で承認可決されました。最後に第六号議案「2026年度 
支部役員改選（案）に関する件」についても全会一致で
承認可決され議案審議は滞りなく終了しました。

議事終了後、冨永支部長の退任の挨拶では事務局の労
をねぎらい、拍手で感謝の意を表しました。続いて新支
部長の水野様の挨拶、来賓の下川新署長のご祝辞では第
14次労働災害防止計画４年目に向けて会員事業場の協力
を元に、取り組みへの決意と安心・安全な職場づくりの
実践への想いを語っていただき、本総会は閉会となりま
した。

総会後の懇親会は場所をプラザ９階の「英一番館」に
移し、多数の会員事業場の皆様にご参加いただきました。
総会同様、長谷川様の進行で水野支部長の挨拶、下川署
長、永吉副署長、原安全衛生課長、協会本部の法元常務
理事の紹介に続き、法元常務理事の「乾杯！」のご発声
で幕を開けました。

初めての方やご無沙汰の方も、事務局、会員の引き合
わせで談笑の輪に加わり、名刺交換や情報交換と賑やか
に時が過ぎました。宴もたけなわの中、ENEOS㈱根岸
製油所の上田副支部長の中締めで帰路につきました。

2026年度通常総会開催される

総会会場 2026年度支部長表彰 懇親会会場法元常務理事

冨永支部長下川署長 水野新支部長
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支部活動だより

連日の真夏を思わせる暑さの中６月１日、横浜開港記
念会館において「第99回全国安全週間横浜南地区推進大
会」が労働災害防止11団体の共催で開催された。13時30
分、陸上貨物運送事業労働災害防止協会神奈川支部横浜
中・南地区分会加来　淳様の司会により、始めに神奈川
県タクシー協会横浜支部南ブロック会代表理事坂本芳明
様より開会の挨拶と、「全国安全週間も今年99回目を迎
えた。今年度のスローガン『多様な人材　全員参加　み
んなで育てる安全職場』にあるようにすべての人が、安
全に仕事ができるような環境改善に向けて積極的に活動
してほしい。熱中症対策、生活習慣病予防については、
特別講演を参考に実施してほしい」との言葉があった。
続いて司会者より登壇者のご紹介があり、災防団体を代
表して（公社）神奈川労務安全衛生協会横浜南支部支部
長水野貴史様より「99回目の全国安全週間を迎え横浜南
地区の皆さんが一堂に会して大会が開催されたことは、
大変有意義なことです。近年の災害件数の減少は喜ばし
い。本大会開催に尽力してくれた人、協力してくれた人
に敬意を表したい」とご挨拶があった。続いてご来賓の
横浜南労働基準監督署署長 下川眞徳様より「本日は各
事業場の方が多数参加している。労働災害防止に対する
皆様の積極的な熱意が伝わってくる。神奈川県内の労働
災害の更なる減少を目指して第14次防を実施している。
特に転倒や腰痛等、また高年齢労働者の災害防止に取り
組んでいく。基本対策はもとより、雇入れ時教育等の安
全衛生教育の充実、リスクアセスメントなどの災害防止
活動の一層の活発化をお願いする」とご挨拶があった。
次に基調講演として、横浜南労働基準監督署安全衛生課
課長 原　徳彦様より『令和８年度全国安全週間実施要
綱等について』「労働災害を少しでも減らし、労働者一
人一人が安全に働くことができる職場環境を築くために
は、第14次労働災害防止計画に基づく不断の努力が必要。
今年のスローガンは『多様な人材　全員参加　みんなで
育てる安全職場』です。安全職場を醸成するためには（１）
経営トップによる安全への所信表明、（２）安全パトロー
ルによる職場の総点検、３）自社の安全活動等の社会へ

の発信、４）職場見学等の実施による家族への協力の呼
びかけ、（５）緊急時の措置に係わる必要な訓練の実施、

（６）「安全の日」設定などの実施。また全国安全週間に
おける取組をより効果的にするためにも（１）安全衛生
活動の推進、（２）業種特性に応じた災害防止対策、（３）
業種横断的な労働災害防止対策を実施する。また各事業
場において転倒予防対策、安全衛生管理体制の確立、職
場環境の改善、高年齢労働者の健康や体力の把握とそれ
に応じた対応・安全衛生教育に取り組んでほしい。また
外国人労働者への安全教育・健康管理の実施、トラック
等の運搬機械の荷役災害防止・対策等の推進、機械等に
よる労働災害の防止の促進、熱中症対策の強化を実施す
る。　特別講演Ⅰ）は「熱中症の基礎知識とプレクーリ
ングについて」大塚製薬株式会社ニュートラシューティ
カルズ事業部・一般社団法人日本臨床栄養協会認定NR
サプリメントアドバイザー浦田人成
様より講話があった。「熱中症予防
のための指数としてWBGT（暑さ指
数）があり、WBGTが高くなる環境
として気温が高い、風が弱い、日差
しが強い、湿度が高い、熱いものが
そばにある、照り返しが強いなどが
ある。暑熱順化（体が暑さに適応し
た状態のこと）として汗をかく習慣を身につけることで
熱中症にもかかりにくくなる。体表面を冷却する方法と
体内から冷却する方法も併せて休憩時間中にプレクーリ
ングを検討してほしい。」休憩をはさんで特別講演Ⅱ）「働
く世代の健康を守る身体活動と運動習慣」医療法人社団
健心会・みなみ野循環器病院リハビリテーション科・八
王子みなみ野心臓リハビリテーションクリニック理学療

法士岩崎孝俊様の講話があった。「身
体活動、運動のガイドラインは歩く、
トレーニング。座る時間にも注目、
総死亡リスクを高める座位時間は８
時間。座らなくてもできること、長
く座らない工夫、行動を変える環境
づくりを考える。座りっぱなしを防
ぐ職場でできる運動習慣、片足立ち、

スクワット、ストレッチ、腹式呼吸などがある。健康づ
くりのための身体活動、運動を実行してはどうでしょ
う。」司会の加来　淳様の閉会の言葉で16時10分お開き
となった。

2026年度全国安全週間横浜南地区推進大会開催

下川署長 水野支部長 原課長

浦田様

岩崎様

会場の様子
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支部活動だより

前支部長　冨永　　潤
（日本発条株式会社）

2026年度の通常総会をもちまして横浜南支部支部長を

退任いたしました、日本発条株式会社の冨永でございま

す。退任にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。

2025年度の通常総会において支部長を拝命し、早いも

ので約１年が経過いたしました。横浜南労働基準監督署

ならびに神奈川労務安全衛生協会本部の皆様のご指導を

はじめ、横浜南支部役員の皆様のご支援、会員事業場各

位のご理解とご協力を賜り、支部長という大役を無事に

務めることができました。心より御礼申し上げます。

2025年度は、『第14次労働災害防止計画』の中間地点

に当たる３年目でした。「ＡＩとデジタル化の進展」や「働

き方の多様化」が私たちの生活や職場に大きな影響を与

え、職場が一層高度化・複雑化する中、「誰もが安心し

て健康に働ける職場づくり」を目指してまいりました。

具体的には、事業者・労働者双方が労働災害防止の基本

ルールを徹底し、遵守・実行できるよう、時間的・人

員的に余裕を持った業務体制の構築に努めるとともに、

ワーク・ライフ・バランスを意識し、働き方改革による

長時間労働の健康障害防止やメンタルヘルス対策を強力

に推進してまいりました。課題は残っておりますが、着

実な前進を実感できた１年であったと思います。

横浜南支部は、明るさとチームワークの良さに優れ、

一体感のあるすばらしい支部だと思います。2026年は、

水野新支部長を中心に、会員事業場の皆様からのご支援

とご協力を賜りながら、諸活動を確実かつ円滑に推進し、

より一層活発な支部へと成長していくことを楽しみにし

ております。

最後になりますが、横浜南労働基準監督署の皆様なら

びに横浜南支部会員事業場各位のますますのご発展と、

関係各位のますますのご健勝を祈念申し上げ、退任のご

挨拶とさせていただきます。

この１年間、誠にありがとうございました。

このたび、神奈川労務安全衛生協会横浜南支部の支部

長を拝命いたしました、日本飛行機株式会社の水野貴史

です。

これまで支部の発展と会員事業場の安全衛生水準の向

上に尽力されてこられた前任の冨永支部長ならびに役

員、事務局、関係各位のご労苦に対し、心より敬意と感

謝を申し上げます。この責務の重さを深く認識するとと

もに、微力ではございますが、支部活動のさらなる発展

に努めてまいる所存です。

近年、労働安全衛生を取り巻く環境は一層変化し、課

題もさらに多様化・複雑化しております。従来からの労

働災害防止に加え、メンタルヘルス対策や高年齢労働者

の安全確保、働き方の多様化に対応した健康管理、さら

には化学物質の自律的管理など、企業に求められる取り

組みは広範にわたっています。また、関連法令の見直し

も進められており、各事業場にはこれまで以上に主体的

かつ実効性のある安全衛生管理が求められています。

安全対策に「これだけで万全」と言えるものはないと

考えております。「何が危険か」「これで十分か」「さら

に改善できないか」と問い続けていくことが、安全で安

心な職場づくりにつながるものと考えます。

会員の皆さまと課題を共有し、知見を持ち寄りながら、

継続的な改善を積み重ねていくことが何より重要です。

支部の活動が、実務に役立つ情報交換や課題解決の場で

あるとともに、参加すること自体に意義と価値を感じて

いただけるものとなるよう進めてまいります。

今後とも、横浜南労働基準監督署、協会本部ならびに

会員事業場の皆さまのご指導とご支援を賜りながら、地

域の労働安全衛生水準の向上に寄与できるよう取り組ん

でまいります。皆さまのますますのご発展とご健勝を祈

念申し上げ、就任のご挨拶とさせていただきます。

支部長就任のあいさつ 支部長退任のあいさつ

新支部長　水野　貴史
（日本飛行機株式会社）
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運 営 部 会

安 全 部 会

運 営 部 会

労働衛生部会

４月14日㈫、春とはいえやや暑さを感じる中、横浜南支部における
年度最初の講習会「新入社員安全衛生教育」を、労働プラザ３階多目
的ホールBにて開催し、71名の受講者をお迎えしました。

毎年、新社会人として初々しく活気にあふれた受講者が集まり、会
場は終始活気ある雰囲気に包まれました。受付で新入社員の皆様の様
子を拝見し、講習会を主催する私たちにとっても初心に立ち返り、改
めて気持ちを引き締めて業務に臨むことの大切さを感じました。

本教育は、労働安全衛生法に定められた「雇入れ時の安全衛生教育」
を事業主に代わって実施するものであり、「新入社員を労働災害から守
りたい、災害を起こさせない」という事業主共通の思いを踏まえた内
容となっています。

講義では、「労働安全衛生法の基本」をはじめ、「安全につながる仕
事の基本」「職場の安全衛生管理」「安全な仕事の進め方」などの基礎
事項に加え、「安全第一の始まり」といった安全管理の歴史や現在の安
全活動についても取り上げ、安全の基本を体系的に解説しました。また、
社会人として求められる規範意識についても理解を深めていただきま
した。

私たち自身にも言えるこ
とではありますが、受講さ
れた新入社員の皆様には、
疑問点はそのままにせず積
極的に確認し、知識と経験
を着実に積み重ねていただ
きたいと思います。そして、
慣れによる油断に陥ること
なく、安全で災害のない社
会生活を送られることを心
より願っております。

今年度１回目となる「安全管理者選任時研修」を５月19日・20日に
開催し、今回は44名の方が受講されました。

安全管理者は、労働安全衛生法第11条で定められているとおり、「事
業者は、政令で定める業種及び規模の事業場ごとに、厚生労働省令で
定める資格を有する者のうちから、厚生労働省令で定めるところによ
り、安全管理者を選任し、その者に（中略）安全に係る技術的事項を
管理させなければならない。」となっており、平成18年10月の法改正以
降、安全管理者の選任に際して、厚生労働大臣の定める研修（法定９
時間）を受講することが義務付けられています。

研修では、「安全管理の進め方」「安全教育の方法」「労働安全関係法令」
「危険性又は有害性等の調査とその結果に基づき講ずる措置」「労働安

全衛生マネジメントシステム」
等について講義が行われまし
た。その中で安全教育カリキュ
ラムを各自で模擬的に作成し
たり、動画を視聴するなど受講
者の集中力を切らさないよう
な講義となっていました。

グループ演習では、業種の異
なる受講者の方が参加されて
いることもあり、リスク評価や
対策について、異なる視点から
幅広い意見が交わされました。

安全管理者は、職場の安全を
守るという非常に重要な職務
を担っております。受講された
皆様が各職場に戻り、ここで
学んだ事を活かしていただき、
災害の無い安全な職場づくり
に貢献されることを願ってお
ります。

今年度、１回目となる職長教育講習会を万国橋会議センターで開催
し、46名の方に受講いただきました。まだ４月ですが既に日中は20℃
を超え、日差しが暑いと感じる気候の中、２日間の講習ではありまし
たが、受講者の皆様は真剣に取り組まれていました。 

職長教育（監督者安全衛生教育）とは、労働安全衛生法第 60条によっ
て、事業者は、その事業場の業種が労働安全衛生法施行令第19条で定め
るものに該当する場合、新たに職務につくこととなった職長その他の作
業中の労働者に直接指導又は監督する者に対して、実施が義務付けられ
ている講習です。職長とは現場で指揮・命令する人の総称であり、事業
場 により監督、班長、リーダー等のさまざまな名称が付けられています。

講義内容は、職長の役割、指導および教育の方法、監督・指示の方法、
適正配置、設備 の改善、改善の方法と環境改善の保持、作業に関わる
設備及び作業場所の保守管理の方法、作業手順の定め方・作業方法の
改善、異常時における措置、災害発生時における措置、リスクアセスメ
ントの実施とその結果に基づくリスクの低減措置等、多岐にわたる講義
の中で実習やグループ討議を行うことで、より実践に近い形で進行しま
した。今回学んだことは、労働者を災害から守り、安全に仕事が出来
るように指揮命令を行う職長が、身に付けておくべき非常に大切な内容
で、現場で部下を指揮命令する場合は、相手が理解できる言葉で具体
的に説明し、安全に作業出来るまで教えることが極めて重要です。職
場の安全管理は法改正による業務の見直しが加わる等、変化している
ので、労働災害防止に向けて職長の
役割がますます重要になっています。

受講者の皆様が、今回の講習で得
られた知識や経験を活かして、作業
場の安全衛生水準の向上と労働災害
の無い安心安全な職場を目指しご活
躍されることを期待しています。

近年の気候変動などにより、暑熱な環境は年々増加しており、熱中
症のリスクは高まっています。また、昨年より熱中症対策が法的義務
化となったことを受け、職場における予防意識の向上と適切な対応力
の強化を目的として、本講習会を実施しました。

当日は講師に支部選任講師として竹内先生をお招きし、日常生活に
おける熱中症予防のポイントをはじめ、職場における具体的な対策に
ついてご講義いただきました。講習では、動画を用いて熱中症の原因
やメカニズムについて理解を深めるとともに、過去の災害事例をもと
に予防のポイントや、事前のリスクアセスメントの重要性について解
説が行われました。

また、万が一の際に備えた緊急搬送の判断など、実務に直結する内
容についても学びました。

当日の参加者は19名で、最高気温は27℃を超える中での開催となり、
熱中症の危険性を実感しながら理解を深める機会となりました。

熱中症は、適切な対策を講じることで確実に予防することができる疾
病です。今回の講習を通じて、日頃からの意識づけと職場全体での取
り組みの重要
性を改めて認
識しました。
最新の知見に
基づいた予防
対策を着実に
実践し、熱中
症による災害
の撲滅を目指
しましょう。

開催日：2026年4月14日㈫� 受講者：71名
場　所：労働プラザ

開催日：2026年４月16日㈭・17日㈮� 受講者：46名
場　所：万国橋会議センター

開催日：2026年５月19日㈫・20日㈬� 受講者：44名
会　場：万国橋会議センター

開催日：2026年５月26日㈫� 受講者：19名
場　所：万国橋会議センター

新入社員安全衛生教育

安全管理者選任時研修

職長教育講習会

熱中症予防管理者講習会
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支部活動だより

新部会長が決まりました

日頃、会員の皆様には、横浜南支部事業
運営にご理解をいただき、誠にありがとう
ございます。

本年４月に各部会長が決まり、新体制で
スタートしました。会員事業場の皆様にはご
支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

2026年度の安全部会長を務めさせて
いただくことになりました、 JFE鋼材㈱ 
横浜事業所の澁谷と申します。

初めて部会長の任を仰せつかり、未
熟な点が多々あるかとは思いますが、
精一杯務めさせていただきますので、
宜しくお願い致します。

安全部会では各種講習会や研修会を
開催させていただいており、多数のご
参加をいただきありがとうございます。

「安全は全てに優先する」を今一度胸に
刻み、監督署、事務局、各部会の皆様
のお力添えをいただきながら、安全部
会一同、労働災害防止に取り組んでい
きたいと思います。

今年度も引き続き、法令方針に基づく各種の講習会等を実
施して参りますので、より多くの方に受講していただきます
よう、宜しくお願い致します。

安 全 部 会
澁谷　清司
JFE鋼材㈱

2026年度　労働安全衛生部会長を拝
命致しました、㈱バンテック　常盤と
申します。日頃より労働衛生部会開催
の各講演会・研修等にご理解・ご参加
を賜り厚く御礼申し上げます。

当労働衛生部会では、「安全衛生推進
者養成講習会」や「有機溶剤取扱い作
業従事者教育」をはじめとする各種講
習会の開催を通じ、会員事業場の皆様
における安全・衛生意識および知識の
向上に寄与してまいる所存です。

引き続き、積極的なご参加を賜りま
すようお願い申し上げます。あわせて、
安全衛生活動に真摯に取り組まれてい
る会員事業場の皆様に対し、少しでも

お力添えできれば幸いに存じます。
今後一年間、事務局と連携し、横浜南労働基準監督署の皆

様のご指導・ご鞭撻を賜りながら、労働衛生部会員一丸となっ
て円滑かつ充実した部会運営に取り組んでまいります。

何卒、変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し
上げます。

労働衛生部会
常盤　和正

㈱バンテック

このたび、2026年度の運営部会長
を務めさせていただくことになりまし
た、ENEOS(株)根岸製油所の森藤と申
します。誠に身に余る光栄であるとと
もに、その責任の重さに身の引き締ま
る思いです。近年、労働災害の防止は
もとより、健康障害の予防、メンタル
ヘルス対策、長時間労働への対応、リ
スクアセスメントの充実など、安全衛
生を取り巻く課題はますます多様化し
ております。こうした中、会員の皆様
と力を合わせ、教育・啓発活動の充実、
災害の未然防止、再発防止に努め、誰
もが安心して働ける職場づくりに貢献
してまいります。

微力ではございますが、横浜南支部の発展と地域の安全衛
生水準の向上のため、誠心誠意取り組む所存です。皆様のご
指導、ご協力を心よりお願い申し上げます。

運 営 部 会
森藤　靖彦
ENEOS㈱
根岸製油所

今年７年目を迎えた広報部会長を務
めさせていただく山陽印刷㈱の昼間と
申します。

今年は５月から真夏日となるなど、
季節が３か月ほど早送りされた感があ
ります。

広報部会は、広報誌「みなみ」を通
して労働行政や各部会主催の講習・行
事等の内容をタイムリーに伝えていま
す。また総会やセミナー後の懇親会の
様子など入会のメリットをお知らせした
いと思います。

神奈川労働局では「すべての人がい
きいきと働くかながわを目指して」をス
ローガンに中小企業の賃上げ支援、非

正規雇用労働者の処遇改善、人手不足対策、そして魅力ある
職場づくりの４本柱を重点施策として掲げています。
「みなみ」から発信した情報を会員各位が共有し、会員事業

場の労働安全衛生の向上に役立てていただければ幸いです。
会員皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。

広 報 部 会
昼間　基広
山陽印刷㈱

このたび、2025年度に続き、労務
部 会 長 を 務 め る こ と に な り ま し た
ZACROS㈱横浜事業所の大塚と申しま
す。昨年度の期中から部会長となり、
至らぬ点も多々あるかと存じますが、
横浜南労働基準監督署、事務局、そし
て支部会員の皆様のご指導・ご鞭撻を
賜りながら、精一杯務めさせていただ
きますので、何卒よろしくお願い申し
上げます。

労務部会におきましては、皆様の労
務安全衛生活動を支援する立場という
ことで、これまでの横浜南支部行事で
築いてこられた体制を引き継ぎつつ、
横浜南労働基準監督署のご指導と事務

局皆様のお力添えをいただきながら、さらにより良い部会運
営ができるよう、微力ながら尽力してまいります。

労務部会一同、皆様の労務安全衛生活動の一助となる様、
取り組んでまいりますので、部会行事への積極的なご参加を
お願い申し上げます。

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

労 務 部 会
大塚　寛人
ZACROS㈱
横浜事業所
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支部活動だより

監督署だより

死亡者数 死傷数計 死亡者数 死傷数計 件数 増減率

食料品 10 9 1 11%

繊維工業 0 -

衣服その他の繊維製品 0 -

木材・木製品 1 -1 -100%

家具・装備品 0 -

パルプ・紙・紙加工品 2 -2 -100%

印刷・製本 0 -

化学工業 1 -1 -100%

窯業土石製品 1 1 -

鉄鋼業 1 1 -

非鉄金属 1 -1 -100%

金属製品 2 2 0 0%

一般機械器具 0 -

電気機械器具 2 2 -

輸送用機械等 8 1 7 700%

電気・ガス・水道業 1 -1 -100%

その他の製造業 1 3 -2 -67%

小  計 0 25 0 21 4 19%

土木工事業 5 3 2 67%

建築工事業（木建除く） 9 10 -1 -10%

木造家屋建築工事業 0 -

その他の建設業 3 3 0 0%

小  計 0 17 0 16 1 6%

鉄道・軌道・水運・航空業 2 1 1 100%

道路旅客運送業 10 14 -4 -29%

道路貨物運送業 1 31 1 30 1 3%

その他の運輸交通業 0 -

陸上貨物取扱業 6 1 5 500%

港湾運送業  11 8 3 38%

小  計 1 60 1 54 6 11%

農林・畜産・水産業 3 3 -

商業（新聞販売業除く） 40 38 2 5%

新聞販売業 3 2 1 50%

金融・広告業 2 0 2 -

教育・研究業 2 3 -1 -33%

保健衛生業 45 28 17 61%

接客娯楽業 14 20 -6 -30%

清掃・と畜業（ビルメン除く） 9 8 1 13%

ビルメンテナンス業 20 8 12 150%

その他の事業 21 21 0 0%

小  計 0 159 0 128 31 24%

1 261 1 219 42 19%合     計

令和8年　業種別労働災害発生状況　(令和8年５月末日現在）

　令和８年５月末日現在、横浜南労働基準監督署管内における労働災害（死亡および休業４日以上）による死傷者数は、２６１人（前年同期
２１９人）で、前年に比べ、４２人増加（＋19.2％）しています（新型コロナウイルス感染症り患によるものを除く）。
　また、第１４次労働災害防止推進計画（２０２３～２０２７年度）の３年目であった２０２５年の死傷者数は８３２人で昨年に比べ、４８人減少
（-5.5％）していますが、基準年とする２０２２年（７６１人）と比べると、７１人増加（＋9.3％）しました。
　労働災害の防止は「事業者の責務」であり、事業場の管理者が労働者の安全と健康の確保を自らの課題と認識し、率先してこれに取り組
むことが肝要です。また、事業場の安全衛生を確保するためには、関係法令の遵守はもとより、事業場の自主的な安全衛生活動への取組
みが必要となります。事業場の安全衛生管理の実状を把握し、改善などの措置を講じるとともに、労働者の安全意識を高め、事業場の安
全活動を活発化させることにより、労使一体となった活動を進めてください。

横浜南労働基準監督署

増減前年同期令和８年５月末
業   種   区   分

非
工
業
的
業
種

運
輸
 
・
貨
物
取
扱
業

建
設
業

製
 
 
 
 
 
 

造
 
 
 
 
 
 

業

（（新新型型ココロロナナウウイイルルスス感感染染症症りり患患にによよるるももののをを除除くく））

休業４日以上
の全体数
５３４件

製製造造業業2255

建建設設業業1177

運運輸輸・・貨貨物物

取取扱扱業業6600

非非工工業業的的

業業種種115599

令令和和８８年年 労労働働災災害害発発生生状状況況（（５５月月末末現現在在））

全全業業種種
２２６６１１件件

776611

778888

888800

883322

753 745 738

730 723

500

600

700

800

900

2022年

基準年

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年

第第１１４４次次防防 推推進進計計画画のの推推移移

目標値

確定値

件数

転転倒倒
27%

動動作作のの反反動動・・

無無理理なな動動作作
22%墜墜落落・・転転落落

13%

ははささままれれ・・巻巻きき

込込ままれれ
7%

交交通通事事故故
4%

切切れれ・・ここすすれれ
5%

激激突突
5%

激激突突さされれ
5%

そそのの他他
12%

令令和和７７年年 事事故故のの型型別別災災害害発発生生状状況況

全全業業種種
８８３３２２件件

み　な　み（6）No.237



横横
浜浜

南南
労労

働働
基基

準準
監監

督督
署署

職職
員員

配配
置置

図図
  （（

令令
和和

８８
年年

度度
））

労労
　　
災災
　　
課課

安安
全全
衛衛
生生
課課

方方
　　
面面

業
務

課
長

調
査

員
補

助
員

課
長

監
督

官
三

主
任

監
督

官
監

督
官

一
主

任

菅
谷

木
村

野
呂

原
庄
司

寺
前

中
野

保
利

石
原

渡
辺

長
谷
川

田
畑

堤
爲
房

労
災

副
署

長

労
認

官
専

門
員

専
門

員
監

督
官

審
査

員

早
坂

平
野

沼
井

山
田

土
屋

杉
田

指
導

員
監

督
官

監
督

官
監

督
官

二
主

任

点
検

員
点

検
員

署
長

扇
田

山
下

事
務

官
専

門
員

調
査

員
専

門
員

F
A

T

塩
澤

副
署

長

下
川

F
A

T
補

助
員

給
調

官
永
吉

補
助

員
指

導
員

四
主

任
管

理

長
島

係
長

事
務

官
専

門
員

調
査

員
相

談
員

坂
田

針
生

安安
全全
衛衛
生生
関関
係係
受受
付付

一
課

長
入
内
島

嶋
村

田
所

横
田

(知
)

竹
ノ
上

橋
本

業業
　　
務務

事
務

官
事

務
官

専
門

員
相

談
員

相
談

員
相

談
員

松
村

成
田

永
島

青
木

敦
賀

吉
野

角
田

八
谷

給
調

官
専

門
員

専
門

員
調

査
員

調
査

員
調

査
員

二
課

長
齋
木

坂
本

佐
藤

齋
藤

正正
面面

入入
口口

【
 ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン
番

号
 】

方
面

（
労

務
関

係
）
　

　
２

１
１

－
７

３
７

４
安

全
衛

生
課

　
　

　
　

　
２

１
１

－
７

３
７

５
労

災
課

　
　

　
　

　
　

　
　

２
１

１
－

７
３

７
６

平
手

相
談
関
係

労労
災災
保保
険険
関関
係係
受受
付付

監監
督督
・・
労労
働働
条条
件件
関関
係係
受受
付付

沼
田

梶
原

五
十
嵐

戸
沢

牛
山

み　な　み No.237（7）



状況：
　あなたは、排水パイプのフラン
ジ部より水が漏れ出したので、近
くにあった空のドラム缶を使って
ナットの増締めをしている。

会員事業場様に出向いて、安全衛生教育、特別教育等出張講習を行います。
出張講習の要望がありましたら支部事務局までお問い合わせください。
横浜南支部　TEL：045−651−4701

出張講習について

全国産業安全衛生大会は９月16日～18日北海きたえーる、札幌コンベンション
センター他で開催、併せて緑十字展が開催されます。多数の方にご参加いただ
きますようよろしくお願いいたします。

全国産業安全衛生大会 in 札幌

クイズ
どんな危険？

１．伸び上がって増締めしているとき、スパナが
外れぐらついて、転落する。

２．ドラム缶に上ろうとしたとき、油で足が滑っ
て転落する。

３．バルブの増締めをしているとき、水が漏れて
目に入る。

４．重心が前方にかかっているので、力を入れた
とき、ドラム缶が揺れて転落する。 

（中央労働災害防止協会「短時間 KYT イラストシート集」より）
（No.46）

本格的な夏を迎え、皆様いかにお
過ごしでしょうか。暑さを乗り切る
ために、脳疲労の改善は効果的です。

生活に以下の習慣を取り入れてみ
てください。

①�　良質な睡眠：最低でも６時間
を目安に質のよい睡眠の確保。

②�　適度な運動：ウォーキングな
どのリズム運動は血流を改善し、
脳に溜まった疲労物質の排出を
助けます。

③�　栄養摂取：脳のエネルギー源
となる糖質や、エネルギー生成
に必要なビタミンB1を意識的に
摂取しましょう。

④�　生活習慣の見直し：デジタル
デバイスの使い過ぎは脳疲労の
原因となるため使用時間を制限
するなど適切な距離を保つこと
が大切です。湯船につかったり、
リフレッシュの時間を作ること
も効果的です。

生活改善で夏を楽しみましょう。
� （M.H）

事務局だより

--　フランジ部水漏れ修理　--

横浜南支部行事予定 （７月～10月分）

行事内容 会　　場 実 施 日
ＫＹＴリーダー養成講習会 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー ７月３日
安 全 管 理 者 選 任 時 研 修 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー ７月６日、７日
熱 中 症 予 防 管 理 者 研 修 万 国 橋 会 議 センタ ー ７月８日
化 学 物 資 管 理 者 研 修 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー ７月23日
職 長 能 力 向 上 教 育 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー ７月24日
有 機 溶 剤 特 別 教 育 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー ８月５日
職 長 教 育 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー ８月19日、20日
危 険 体 験 研 修 日清オイリオグループ㈱ ８月28日
労 働 衛 生 週 間 推 進 大 会 開 港 記 念 会 館　 講 堂 ９月３日
安 全 管 理 者 選 任 時 研 修 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー ９月９日、10日
粉 じ ん 作 業 特 別 教 育 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー 10月15日
ＫＹＴリーダー養成講習会 万 国 橋 会 議 セ ン タ ー 10月16日
職 長 教 育 万国橋会議センター 10月20日、21日
労 務 管 理 研 修 会 万国橋会議センター 10月31日

（公社）神奈川労務安全衛生協会横浜南支部では、地域内（中
区、南区、港南区、磯子区、金沢区）事業場の皆様に向けて、
当協会への加入の促進活動を推進しております。

近隣やお知り合いの事業場等でまだ未加入の事業場様がご
ざいましたら、南支部事務局までご紹介ください。

新規会員の募集

編 集 後 記
労働安全衛生法関係省令の改正により、事業場による化学物質管理が事業者に
よる「自律的な管理」が求められることになり、事業場の業種・規模に関わら
ず化学物質管理者及び保護具着用管理責任者の選任が必要になりました。
化学物質管理者研修は、取り扱う事業場を対象に研修を行います。

化学物質管理者研修のご案内

・日　　　時：2026年９月３日㈭　午後１時30分より
・会　　　場：横浜市開港記念会館　講堂　神奈川県横浜市中区本町1−6
＊多数の方のご参加お待ちしています。

全国労働衛生週間横浜南地区推進大会について

・日　　時：2026年５月13日㈬　午後３時より
・会　　場：かながわ労働プラザ（Lプラザ）３階多目的ホール　A
　　　　　　JR石川町駅中華街口（北口）徒歩３分
＊すべての議事が承認されました。
＊�会員事業場様においては総会出席及び委任状提出にご協力いただきありがとう
ございました。

支部通常総会完了のお知らせ

2026年4月以降に入会頂きました事業場をご紹介します。
今後とも皆様のご協力よろしくお願い致します。
　　◎SGモータース株式会社　横浜店	 69名
　　　横浜市金沢区福浦2-16-7
　　◎大塚商会　横浜支店１課	 6名
　　　神奈川区金港町3-3

新入会事業場のご紹介
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